
　8月27日 (土 )から9月4日 (日 )までの
9日間、韓国大邱 (テグ )で世界陸上競技
選手権大会が開催され、世界中のトップ
アスリートが集結しました。
　オリンピックや世界陸上のような国際的な
大会で、当社陸上部史上初の「日の丸」ユニ
ホームを身につけて、中本健太郎選手が
大会最終日の男子マラソンに出場しました。

　暑さや強風など悪条件下で忍耐を要求
されるレースを得意とする中本選手ですが、
この日の気象条件は日本を直撃した台風が
通り過ぎた影響もあって、気温・湿度・風
ともに夏としては絶好のマラソン日和と
なってしまいました。このため、中本選手には
不利なレースを強いられることとなりました。
　世界陸上本番のレース展開は、冬場に
テレビ放送されている通常のレースとは
異なります。それはレースを一定のスピード
で進めるペースメーカーがいないことです。
この為、前半15kmくらいまでは比較的
遅いペースでレースが進みました。ただし、
このような中でも、先頭集団の中では小刻み
なペースの上下があったために集団から
遅れる選手も多数いました。
　元々、自分のペースでレースを進めること
を得意とする中本選手は先頭集団の後方に
位置して、先頭選手の動きに過剰に反応し
ないマイペースなレース運びに徹しました。
　この間、テレビ中継では「自分のペース
で走れる中本選手」「初マラソンから失敗
したことがない中本選手」「落ち着いた走り
をする中本選手」など、その安定性を評価
する解説が多々ありました。
　17km付近で先頭集団から取り残され
一旦19位付近まで順位を落としましたが、
その後も自分のペースで粘り抜き、前から
脱落する選手を1人また1人と抜き、10位
の2時間13分10秒でゴールしました。

　レース後のインタビューでは、世界陸上に
もかかわらず計画通りに走れたことを証明
するかのように、他の選手と比べ元気良く、
落ち着いた受け答えが長時間できました。
　また、併設して行われたワールドカップ

団体 (各国の上位3名の合計タイムで競う)

においても、優勝したケニアに続き見事に
銀メダルを獲得しました。【堀端選手(旭化成)、
中本選手、川内選手 (埼玉県庁 )のタイム
が対象となりました。】
　この大会に向けて、日本からは30名の
応援団が渡航し、現地社員も含め100名
に及ぶ応援体制で臨みました。また、本社
講堂においてもスタート1時間前から多く
の社員が集まり、中本選手の映像に向かって
声援を送りました。

　国際的な大会で当社から初めてのマラ
ソン代表となった中本選手が、周囲の期待
に応えるだけの走りをしてくれたことは、
日本陸上界における当社の取組みを評価
していただけるものだと思います。また、
当社ならびにグループの従業員にとっても
十分に励みになったと思います。
　今回の中本選手の結果に続くよう、若い
選手達も高い目標を目指して日々練習に
励んでまいりたいと思いますので、応援
よろしくお願いします。

◆2011年4月～2011年9月の主な戦績
日    程 大　 会　 名 実 績

　今回の世界陸上は、当社陸上部として
はじめての出場であり、陸上部としまして
も大きな自信となりました。
　目標は8位以内の入賞でありましたが、
大きなプレッシャーの中、10位の成績は
非常に立派な成績ではないかと思っており
ます。
　ニューイヤー駅伝での4位入賞と世界陸上
への選手輩出で喜ぶとともに、これから
さらに陸上部に対する期待が大きくなって
きたことに身の引き締まる思いであります。

　今年のチーム目標としましては、ニュー
イヤー駅伝で3強の一角を倒し、前回より
ひとつでも上の順位を目指します。
　また、来年はロンドン五輪を控えており
ますので、中本選手をはじめ数名の選手で
マラソンの代表獲得にチャレンジしていき
たいと考えております。
　非常に高い目標とは思いますが、目標
達成に向けて更に努力をしてまいります。
今まで以上のご声援をよろしくお願いいた
します。

山頭　直樹

監督の声：

約15km付近を集団で駆け抜ける中本選手

スタートラインに並ぶ出場選手全員

スタート前、最後のウォ－ミングアップを行う中本選手

中本健太郎選手、世界陸上男子マラソンで10位
（ワールドカップ団体銀メダル）

 http://www.yaskawa.co.jp/activities/track-field/index.html 
NEWS

デスタ選手13分台で1位、北島選手もシーズン初戦で13分台。
10000mで北島選手が安川新、久保田、中本選手が自己新
ジュニア男子1500m、5000mで山園、小崎選手が1、2位。
男子5000mで小畑選手3位。
5000mE組でデスタ選手3位。
10000mで北島選手12位。
中本選手17位、平野選手39位、小畑選手51位、久保田選手110位
中本選手10位 (団体銀メダル)
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【当社の強み】
・システム取りまとめ技術・提案力
・クレーン制御システム技術力
・大容量ドライブ技術力

　レードルクレーンは、製鉄（製鋼）用天井
クレーンの一種です。溶銑鍋をつり上げ転炉
内に溶銑を流し込むためのものと、転炉で
処理が終わった溶鋼を次工程へ運ぶため
のものとがあり、安全面、生産能率面から極
めて高い安定性が要求されます。
　駆動装置は主巻、補巻、走行、横行の4つで
構成されています。特に重量のある主巻用
には大容量ドライブが要求されています。
　これまでに、当社ではレードルクレーン
用電気品として低圧可変速ドライブ装置の
納入実績がありましたが、高圧ドライブで
の適用はいくつかの課題がありました。

　このたび、住友金属工業（株）鹿島製鉄所様
とのコラボレーションにより、制御技術を実機
に反映することで、レードルクレーン用電気
品に必要な性能を強化しました。また、世界
に先駆けて当社が開発した高圧マトリクス
コンバータ（FSDrive-MX1H）の適用により
従来製品の課題を解決しました。今回事例
として紹介します。

事例
紹介

鉄鋼システム用レードルクレーンへ適用

高圧マトリクスコンバータ

＊2 有接点消耗品は、スリップリング部及び二次抵抗器の短絡用コンタクタを指します。

従来の高圧ドライブ装置では、直流発電
制動制御、リアクトル制御を利用するため、
右記の課題がありました。

高圧マトリクスコンバータFSDrive-MX1Hは、
センサ付きベクトル制御方式を使うことで
これらの課題を解決し、さらに電源回生＊1

技術による省エネ効果が従来製品を大幅に
上回ったことが特長のひとつです。

　　

巻上げ（下げ）

主ガータ

フック
溶鋼の入った
レードル（鋳鍋）をつるす

ワイヤドラム

モータ

滑車

レードルクレーン用電気品に必要な性能を強化
・コンパクト
移動するクレーン上の限られた場所へ
設置するため、内部構造設計を見直し、盤
の幅・高さを縮小。

・耐振性
クレーン走行時に、レールの継ぎ目などで
振動・衝撃が発生するため、盤内各所の
補強、各基板類への耐振処理等を実施。

・クレーン用制御機能
クレーンに必要な機能として速度制御、
負荷バランス制御、ブレーキ制御、非常時
運転制御などをFSDrive-MX1H搭載コン
トローラで実現。

従来製品の課題を解決し、高い省エネ効果を実現

速度制御範囲が限られている。

高速域で速度変動率が高い。

巻線形電動機を使うことで、有接点
消耗品＊2があり、劣化しやすい。

周波数範囲は0.01Hz～120Hzと広範囲である。

周波数制御精度は±0.5%と高精度である。

かご形電動機を使うことで、無接点化され、
信頼性が向上。

電源回生範囲が巻下げの高速時に
限られている。

全速度範囲において電源回生が可能なため、
大幅な省エネ効果が得られる。

従来の高圧ドライブ装置の課題 高圧マトリクスコンバータ（FSDrive-MX1H)による解決

■　お問い合せ先： システムエンジニアリング事業部 システム工場　技術管理課　TEL 0930-23-1422　FAX 0930-25-8072

高圧マトリクスコンバータ
FSDrive-MX1H

＊1 電源回生とは、モータ負荷（減速）時に発生する電力を電源に戻し、他の装置がその電力を再利用する仕組みです。
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